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予算額 収入済額 収入率
地方交付税 4,637,547,000 円 4,637,547,000 円 100.0％
国庫支出金 2,406,192,334 円 2,093,572,665 円 87.0％
市税 1,995,312,000 円 2,011,553,478 円 100.8％
県支出金 1,338,663,538 円 1,026,225,241 円 76.7％
繰越金 776,882,034 円 776,882,341 円 100.0％
寄附金 601,980,000 円 391,329,500 円 65.0％
市債 583,825,000 円 111,325,000 円 19.1％
その他 3,125,510,000 円 2,428,207,959 円 77.7％
合計 15,465,911,906 円 13,476,643,184 円 87.1％

◎一般会計歳入

用語説明

【地方交付税】地方公共団体が等しく行うべき事務を遂行で
きるよう、一定の基準により国から交付されるお金

【国庫支出金】国から市に支出される補助金や委託金など
【市税】市民の皆さんに納めていただいた市民税や固定資産

税などの税金
【県支出金】県から市に支出される補助金や委託金など
【繰越金】前年度から繰り越しされたお金
【寄附金】皆さんから市に寄附していただいたお金
【市債】市がさまざまな事業を行う時、長期に渡って借りる

お金
【その他】財産収入や使用料および手数料、諸収入、国から

の各種交付金など

歳
入
（
収
入
）

　令和 6 年 3 月 31 日現在の市債残高（市が借り入れたお金
の残金）は、次のとおりです。
　なお、令和 5 年度の一時借入金（年度内の支払資金不足を
補うため一時的に借り入れるお金）はありません。

　令和 6 年 3 月 31 日現在の市民の負担は、次のとおりです。
　個人市民税の収入済額は、5 億 3,734 万 8,229 円で、これ
を市民一人当たり（令和 6 年 3 月 31 日現在住民基本台帳人
口 17,226 人）にすると、約 3 万 1,194 円となります。
　一世帯当たり（令和 6 年 3 月 31 日現在住民基本台帳世帯
数 9,198 世帯）では、約 5 万 8,420 円となります。

市民一人当たり

31,194 円

問市財政課 財政係
☎ 35-3716（課直通）

◎一般会計歳出
予算額 支出済額 支出率

民生費 4,819,339,000 円 4,111,043,132 円 85.3％
総務費 3,450,771,625 円 2,319,789,751 円 67.2％
農林水産業費 1,408,005,000 円 1,162,838,153 円 82.6％
衛生費 1,230,025,000 円 981,642,008 円 79.8％
教育費 1,064,599,000 円 969,408,662 円 91.1％
商工費 689,274,920 円 522,162,184 円 75.8％
公債費 949,499,000 円 936,366,621 円 98.6％
その他 1,854,398,361 円 1,338,037,517 円 72.2％
合計 15,465,911,906 円 12,341,288,028 円 79.8％

用語説明

【民生費】子どもや高齢者、体の不自由な人のために使われる
経費

【総務費】行政運営のために使われる経費
【農林水産業費】農林業、畜産業の振興のために使われる経費
【衛生費】ごみ、し尿の処理や、市民の皆さんの健康を守るた

めに使われる経費
【教育費】学校・体育施設・文化財などの整備や、教育の振興

のために使われる経費
【商工費】商工業、観光の振興のために使われる経費
【公債費】市の借入金の返済のために使われる経費
【その他】市議会の運営や道路整備、防災活動などに使われる

経費

◎特別会計の状況
会計名

歳入 歳出
予算額 収入済額 予算額 支出済額

国民健康保険特別 3,083,814 2,714,815 3,083,814 2,658,972
後期高齢者医療特別 690,977 482,395 690,977 671,662
介護保険特別 3,344,232 3,407,635 3,344,232 2,889,207
産業団地整備事業特別 36,150 36,157 36,150 35,795
合計 7,155,173 6,641,002 7,155,173 6,255,636

◎市債残高と一時借入金の状況

区分 現在高

市
債

一般会計 8,037,481
産業団地整備事業特別会計 953,244
水道事業会計 2,011,108
病院事業会計 0

一時借入金 0

【単位：千円】

【単位：千円】

◎住民負担の状況

一世帯当たり

58,420 円

　

令
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６
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０
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０
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２
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２
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０
２
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８
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０
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９
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収
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。

え
び
の
市
の
財
政
状
況
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

え
び
の
市
の
財
政
状
況
は
、
毎
年
5
月
と
11
月
に
公
表
し
て
い
ま
す
。

税
金
や
国
・
県
か
ら
の
交
付
金
な
ど
の
収
入
が
ど
れ
く
ら
い
あ
り
、
ど
の
よ
う
に
使
っ
た
の
か
、

令
和
６
年
３
月
31
日
現
在
の
予
算
の
収
入
と
支
出
の
状
況
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つ
い
て
公
表
し
ま
す
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小
・
中
学
校
教
職
員
新
任
式

教　
育

問
市
学
校
教
育
課  

教
育
係　
☎
35
‐
3
7
2
1
（
課
直
通
）

　

4
月
12
日
、市
文
化
セ
ン
タ
ー
で「
令

和
6
年
度
え
び
の
市
小
・
中
学
校
教
職

員
新
任
式
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
式
に
は
、
今
年
度
新
た
に
市
の
教

職
員
に
な
っ
た
37
人（
校
長
4
人
、
教

頭
4
人
、
教
諭
11
人
、
講
師
12
人
、
養

護
教
諭
1
人
、
養
護
助
教
諭
2
人
、
主

事
3
人
）が
参
加
し
ま
し
た
。

　

新
任
教
職
員
を
代
表
し
て
増
田
春
一

郎
校
長（
上
江
小
中
学
校
）が「
私
た
ち

に
は
、
変
化
の
激
し
い
時
代
を
自
分
を

律
し
な
が
ら
他
と
共
存
で
き
る
児
童
生

徒
を
育
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
え

び
の
市
は
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
や
心
の
教

育
の
推
進
、
30
人
学
級
な
ど
、
時
代
の

ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
ま
す
。
え
び
の
市
の
子
ど
も
た
ち
の

た
め
、
ま
た
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
期
待

に
応
え
る
た
め
、
自
己
研
さ
ん
と
資
質

向
上
に
努
め
、
充
実
し
た
教
育
活
動
に

誠
心
誠
意
ま
い
進
し
て
い
き
ま
す
」と

誓
い
の
こ
と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。

　

新
任
式
終
了
後
、
新
任
教
職
員
は
、

永
山
新
一
教
育
長
の
講
話
と
一
貫
教
育

に
係
る
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

増田校長が誓いのことばを述べました

新任教職員の紹介が行われました

協　
働

問 地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
が
着
任

市
企
画
課 

定
住
対
策
係　
☎
35
‐
3
7
1
3
（
直
通
）

　

4
月
15
日
、
市
役
所
で
「
地
域
お
こ

し
協
力
隊
委
嘱
状
交
付
式
」が
行
わ
れ
、

新
た
な
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
が
着
任

し
ま
し
た
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
、
都
市
住
民

な
ど
地
域
外
の
人
材
を
地
域
社
会
の
新

た
な
担
い
手
と
し
て
受
け
入
れ
、
地
域

力
の
維
持
・
強
化
を
図
る
も
の
で
す
。

　

今
回
採
用
さ
れ
た
の
は
、
福
岡
県
出

身
の
日
髙
未み

く来
隊
員
で
す
。
日
髙
隊
員

は
、
4
月
か
ら
業
務
を
開
始
し
た
株
式

会
社
え
び
の
で
ふ
る
さ
と
納
税
業
務
等

を
行
い
ま
す
。

　

任
期
は
1
年
間
で
、
最
長
で
3
年
間

ま
で
更
新
さ
れ
ま
す
。

　

日
髙
隊
員
は
、「
地
域
の
皆
さ
ん
に

信
頼
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
ま
ず
は

目
の
前
の
業
務
に
誠
実
に
取
り
組
も
う

と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
問
題
解
決

の
た
め
に
前
職
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て

の
ス
キ
ル
を
伸
ば
し
、
活
用
し
て
い
き

ま
す
」
と
意
気
込
み
を
述
べ
ま
し
た
。

　

新
し
い
隊
員
が
早
く
地
域
に
溶
け
込

め
る
よ
う
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
温
か
い

支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

相　
談

問 人
権
擁
護
委
員
は

あ
な
た
の
身
近
な
相
談
パ
ー
ト
ナ
ー

市
総
務
課 

人
権
啓
発
室　
☎
35
‐
3
7
1
1
（
課
直
通
）

　

人
権
と
は
、
人
が
生
ま
れ
な
が
ら
に

し
て
持
っ
て
い
る
、
全
て
の
人
が
幸
せ

な
生
活
を
営
む
た
め
の
最
も
大
切
な
権

利
で
す
。
自
分
た
ち
だ
け
で
は
な
く
、

周
囲
へ
の
思
い
や
り
を
忘
れ
ず
に
、
全

て
の
人
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
互
い
に
人
権
を
守
り
、

明
る
い
社
会
を
つ
く
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
し
か
し
、
現
実
の
社
会
で
は
、
差

別
や
虐
待
、
い
じ
め
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

な
ど
、
た
く
さ
ん
の
人
権
問
題
が
起
き

て
い
ま
す
。

　

全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、

6
月
1
日
を「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」と

定
め
、
人
権
擁
護
委
員
の
制
度
の
周
知

を
図
る
た
め
、「
全
国
一
斉
特
設
人
権

相
談
所
」の
開
設
や
、
街
頭
で
の
啓
発

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
法
務
大
臣
の
委
嘱
を
受
け

た
6
人
の
人
権
擁
護
委
員
が
活
動
し
て

い
ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
人
権
相

談
を
受
け
、
問
題
解
決
の
手
伝
い
を
し

た
り
、
人
権
侵
害
の
被
害
者
を
救
済
し

た
り
、
人
権
に
つ
い
て
関
心
を
も
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
な
啓
発
活
動
を
行
っ
た

り
、
法
務
局
と
連
携
し
な
が
ら
、
皆
さ

ん
の
人
権
を
守
る
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

■
相
談
例

　

差
別
を
受
け
た
、
暴
行
・
虐
待
を
受

け
た
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

や
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
受
け
た
、

学
校
や
職
場
で
い
じ
め
を
受
け
た
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
誹
謗
中
傷
や
近

所
で
嫌
が
ら
せ
を
受
け
て
い
る　

な
ど

　

法
務
局
の
常
設
相
談
所
や
市
役
所
内

の
特
設
人
権
相
談
所
で
相
談
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は

守
ら
れ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
な
お
、
事
前
に
予
約
も
で
き
ま

す
の
で
市
総
務
課
人
権
啓
発
室
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

【
特
設
人
権
相
談
所
】

【
開
設
日
】毎
月
第
1
水
曜
日

【
時
間
】午
前
10
時
～
午
後
3
時

【
場
所
】市
役
所
本
庁
1
‐
1
会
議
室

※
5
月
～
6
月
は
別
棟
1
‐
2
会
議
室

【
そ
の
他
の
人
権
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
】

■
こ
ど
も
の
人
権
に
関
す
る
相
談

☎
０
１
２
０
‐
０
０
７
‐
１
１
０

■
女
性
の
人
権
に
関
す
る
相
談

☎
０
５
７
０
‐
０
７
０
‐
８
１
０

■
そ
れ
以
外
の
人
権
に
関
す
る
相
談

☎
０
５
７
０
‐
０
０
３
‐
１
１
０

【
相
談
時
間
】

午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時
15
分

産　
業

問 い
ち
ご
え
び
の
末
永

Ｅ
Ｃ
Ｏ
発
電
所
開
所
式
典

市
財
産
管
理
課 

管
財
係　
☎
35
‐
1
1
2
0
（
課
直
通
）

委嘱状の交付を受ける日髙隊員

日髙未来隊員

　

4
月
17
日
、
南
部
採
草
地（
末
永
地

区
）で「
い
ち
ご
え
び
の
末
永
Ｅ
Ｃ
Ｏ
発

電
所
開
所
式
典
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
い
ち
ご
Ｅ
Ｃ
Ｏ
エ
ナ
ジ
ー

株
式
会
社
が
、
令
和
2
年
度
か
ら
令
和

5
年
度
に
か
け
て
、
同
採
草
地
で
発
電

設
備
の
建
設
等
を
行
い
、
そ
の
完
成
を

記
念
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。
令
和

6
年
1
月
2
日
か
ら
、
売
電
を
開
始
し

て
い
ま
す
。

　

敷
地
面
積
は
約
50
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、

約
2
万
2
千
枚
の
太
陽
光
パ
ネ
ル
が
設

置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

式
典
で
は
、
同
社
の
五
島
英
一
郎
代

表
取
締
役
社
長
が「
一
期
一
会
を
大
切

に
し
な
が
ら
、
20
年
続
く
事
業
に
し
て

い
き
た
い
で
す
。
え
び
の
市
の
発
展
に

企
業
と
し
て
寄
与
し
て
い
き
ま
す
」と

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
村
岡
隆
明
市
長
は「
土
地
を

有
効
活
用
し
て
も
ら
い
、
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
活
用
し
た
脱
炭
素
の
取
り
組
み

の
一
翼
を
担
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
ま

た
、
市
と
し
て
も
事
業
が
続
く
よ
う
に

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
」と
話
し
ま

し
た
。

セレモニーでテープカットが行われました

一面に広がる太陽光パネル

広報 広報令和6年5月号 令和6年5月号5 4



えびの敬愛ホーム

大谷　康夫 管理者兼サービス
　　　　　　　   管理責任者

起業支援センターでできること MAPHP はこちら

費用について

オフィス使用料　1 カ月…8,000 円（午前 8 時～午後 6 時）
コワーキングスペース使用料　3 時間 …200 円　１日 …400 円　※誰でも利用できます。

付属設備等 パソコン　1 日 …500 円

File.9

エントランスエントランス オフィススペースオフィススペース コワーキングスペースコワーキングスペース

えびの市起業支援センター　☎︎ 27-3077お問い合わせ

インキュベーションマネージャーと事務員が
常駐しています

16室あるオフィススペースは、
パーテーションで区切られています

施設内には専用のWi-Fiも完備されています

いつでも相談できる人がいます。1
資金調達を後押しする仕組みが整っています。2
共に成長できる仲間がいます。3
テレワーク･ワーケーション、小会議、打ち合わせ等ができます。4

えびの市大字永山 1182 番地 1

http://ebino-shien.com/

えびの市起業支援センター

●障がい者グループホーム（共同
　生活援助・介護サービス包括型）

事業内容

川内川

至小林市役所入口

道の駅
えびの

えびの市役所道
車
動
自
州
九

IC

えびの市起業
支援センター

　えびの市起業支援センターでは、起業家の誘致等を行い、その経済活動により地域経済の活性化
を目的とし、創業支援や起業家育成、そして各事業者の相談対応に重点的に取り組んでいます。
　実際に同センターで経営面のサポートを受けた事業者をご紹介します。

　

え
び
の
市
に
来
た
と
き
に
福
祉・
介
護・
子

育
て
支
援
の
必
要
性
を
感
じ
た
こ
と
や「
オ

ラ
ン
ダ
・
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
よ
う
な
福
祉
の

街
」に
し
た
い
と
い
う
願
い
か
ら
、障
が
い

者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
開
設
を
決
意
し
ま
し

た
。
起
業
の
相
談
や
情
報
を
得
た
い
と
思
っ

た
と
き
に
、知
人
に
起
業
支
援
セ
ン
タ
ー（
以
下
、

エ
ー
ビ
ッ
ク
と
い
う
）を
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　
エ
ー
ビ
ッ
ク
で
は
、常
駐
し
て
い
る
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
が
、経
営
指
導
や
資
金
調
達
の
サ
ポ
ー

ト
、グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
条
件
に
あ
っ
た
物
件

探
し
を
手
伝
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、事
業
を
進
め
る
中
で
、必
要
な
人
材

を
紹
介
し
て
く
だ
さ
り
、人
と
の
つ
な
が
り
が

広
が
っ
て
、と
て
も
助
か
っ
て
い
ま
す
。

　

す
べ
て
の
人
を
受
け
入
れ
ら
れ
る
、自
由

で
本
当
の
家
の
よ
う
な
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
や
、

子
育
て
し
て
い
る
人
で
も
働
き
や
す
い
環
境

を
目
指
し
て
い
ま
す
が
、経
営
と
も
両
立
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、そ
の
際

に
ア
ド
バ
イ
ス
も
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

新
た
な
棟
の
増
設
も
考
え
て
い
る
の
で
、

相
談
や
物
件
探
し
、人
材
募
集
な
ど
で
、引
き

続
き
利
用
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

2 棟目となるえびの敬愛ホームⅡ

入居者の皆さんで食卓を囲み昼食をとっています

　

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
、起
業
し
た
い
と
い
う

本
気
の
気
持
ち
に
対
し
て
、し
っ
か
り
と
応

え
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
起
業
を
考
え
て
い
る

人
は
、ぜ
ひ
、足
を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。
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登山客の安全を願う

4

14

　えびのエコミュージアムセンターで「第 8 回
えびの高原山開き」が行われました。
　山開きでは、登山客の安全を願って神事が行
われました。
　えびの市観光協会の福元英雄会長は、「国立
公園『霧島』が指定 90 周年の節目を迎えたこ
ともあり、えびの高原を中心に、えびの市の観
光や経済のさらなる活性化に努めていきます」
とあいさつしました。

第8回えびの高原山開き

子どもたちの安全のために

4

30

　旧上江中学校グラウンドで、西日本高速道路
メンテナンス九州株式会社えびの事業所が、枝
木等の剪定作業のボランティアを行いました。
　これは、同事業所の CSR（企業の社会的責任）
活動の一環で実施したものです。
　同事業所の向井哲郎さんは「子どもたちが安
心・安全にグラウンドを使えるようにと思い作
業を行いました。少しでも喜んでもらえたらあ
りがたいです」と話していました。

旧上江中学校グラウンド
剪定作業ボランティア

カーフェスタ宮崎 inえびの

懐かしの名車が勢ぞろい

4

28

　グリーンパークえびので「第 7 回カーフェ
スタ宮崎 in えびの」が行われ、国内外の懐か
しい名車がそろいました。これは、カーフェス
タ宮崎 in えびの実行委員会主催で行われてい
るものです。
　会場には、市内外から約 8,000 人が来場。訪
れた人は、車と記念写真を撮ったり、車内を見
たり、持ち主と話をしたりしてイベントを楽し
んでいました。

田の神まつり

五穀豊穣を願って

5

4

　末永地区で「田の神まつり」が行われました。
これは、五穀豊穣を願って毎年 5 月 4 日に行
われています。
　まつりでは、地区内にある田の神さあの 1 年
間の汚れを落とし、お色直しをした後、軽トラッ
クの荷台に田の神さあを乗せて地区内をパレー
ドしました。
　この祭りをカメラに収めようと、市内外から
多くの写真愛好家が訪れていました。



もしものために
　日頃からの備えを

問

市
基
地
・
防
災
対
策
課 

基
地
・
防
災
対
策
係　
☎
35
‐
1
1
1
9
（
直
通
）

５

４

３

２

１

○
各
災
害
時
の
避
難
場
所
等
に
つ
い
て
は
、
10
・
11
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

〈警戒レベル4までに必ず避難〉

緊急安全確保

早期注意情報（気象庁）

警戒
レベル

大雨・洪水・高潮注意報（気象庁）

高齢者等避難

避難指示

行動を促す情報 取るべき行動

自らの避難行動確認

災害への心構えを高める

高齢者などの避難に時間が
かかる人は、安全な場所に避難

危険な場所から全員避難

直ちに命を守る行動を！

警戒レベルと取るべき行動

※台風や豪雨時には、防災行政無線の内容が聞き取りにくくなります。
　これらの状況を改善するために、市では、市公式 LINE やメール、市ホームページなどで情報
　を配信しています。

市公式LINEを登録して情報を取得しましょう！
　市公式 LINE の登録を行うことで、防災行政無線の内容や避難所情報、気象情報などを簡単に
確認することができます。

▶▶役立つ情報

▶▶登録方法

　LINE を使用していない人でも、市メール配信サービスの登録を行うことで、LINE と同じ内容
の通知が届きます。

① ② 返信されたメールに記載
された URL にアクセス

QR コードを読み取り、
空メールを送信

② 基本メニューの受信
設定を押し、世代、
性別、市内・市外、
ほしい情報を選択
防災情報にチェック

↓
回答を押す

①

QR コードを読み取る

LINE を使用していない人は市メール配信サービスを！

市公式 LINE アカウント

・避難所マップ　　　　・気象庁防災情報
・ハザードマップ　　　・防災に関する情報
・AED マップ　　　　     ・川内川リアルタイム情報

・無線放送の内容
・避難情報
・気象情報
・火災情報　など

▶防災情報タブで、次の情報を確認できます

▶登録・受信設定を行う
　ことで、次の通知が届
　きます

市メール配信サービス

登録完了！③

登録完了！③

　

近
年
、
全
国
各
地
で
記
録
的
な
大
雨
や
台

風
の
発
生
に
よ
る
大
規
模
な
災
害
が
頻
発
化

し
、
大
き
な
被
害
も
発
生
し
て
い
ま
す
。
令

和
2
年
7
月
の
豪
雨
で
は
、
熊
本
県
人
吉
市

を
は
じ
め
、
大
規
模
水
害
に
よ
る
甚
大
な
被

害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
え
び
の
市
で
も
、
大
雨
に
よ
る
急

激
な
河
川
の
増
水
や
氾
濫
に
よ
る
浸
水
な
ど
、

広
範
囲
に
わ
た
る
被
害
が
発
生
す
る
恐
れ
が

あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
、
大
雨
や
台
風
の
シ
ー
ズ
ン
に

入
り
ま
す
。
気
象
状
況
の
変
化
に
よ
っ
て
は
、

避
難
が
必
要
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

災
害
が
発
生
し
て
も
落
ち
着
い
た
行
動
を

と
れ
る
よ
う
に
、
日
頃
の
備
え
が
非
常
に
大

切
で
す
。
避
難
の
目
安
と
な
る
警
戒
レ
ベ
ル

や
、
情
報
を
得
る
た
め
の
ツ
ー
ル
、
避
難
す

る
と
き
に
必
要
な
も
の
な
ど
を
確
認
し
て
、

い
ざ
と
い
う
時
に
備
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
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地区 番号 避難所名

飯野
地区

第 6 飯野駅前地区体育館

第 7 えびの市文化センター

第 8 飯野地区コミュニティセンター

上江
地区 第 12 上江地区体育館

地区 番号 避難所名

加久藤
地区

第 16 加久藤地区体育館

第 17 えびの市国際交流センター

真幸
地区

第 20 真幸地区体育館

第 22 えびの市老人福祉センター

▶▶霧島火山噴火時の指定避難所

◎ 各 災 害 時 の 避 難 場 所 等
　災害に備えるには、事前に避難場所や避難経路を確認しておくことが大切です。各災害時の避難所を掲載してい
ますので、自宅や職場等から近い避難所に印をつけて目につくところに貼ったり、家族で避難所を確認したりする
など、ご活用ください。

地区 番号 避難所名

飯野
地区

第 1 飯野中学校体育館

第 2 飯野小学校体育館

第 3 旧大河平小学校体育館

第 4 高野コミュニティセンター

第 5 えびの市民体育館

第 6 ★飯野駅前地区体育館

第 7

★えびの市文化センター

えびの市保健センター

えびの市防災食育センター

第 8
★飯野地区
コミュニティセンター

第 9 高齢者交流プラザ

上江
地区

第 10 旧上江中学校体育館

第 11 上江小中学校体育館

第 12 ★上江地区体育館

地区 番号 避難所名

加久藤
地区

第 13 加久藤中学校体育館

第 14 加久藤小学校体育館

第 15 尾八重野
コミュニティセンター

第 16 加久藤地区体育館

第 17 えびの市国際交流センター

第 18 加久藤地区
コミュニティセンター

真幸
地区

第 19 岡元小学校体育館

第 20 真幸地区体育館

第 21 真幸地区
コミュニティセンター

第 22 えびの市老人福祉センター

第 23 ★中浦自治公民館

第 24 ★南岡松公民館

▶▶風水害時の指定避難所

「★」は指定緊急避難場所として避難所開設時に優先して開設します。
▶▶非常用持出品
日頃から避難時に持ち出す物を準備しておくことが大切です。すぐに持ち出せる場所に置いておきましょう。
次のチェックリストは、持出品の一例です。乳幼児や高齢者など、家族構成に応じて必要な物を備蓄するようにし
ておきましょう。

貴重品 □現金　　　□キャッシュカード　　　□通帳　　　□印鑑　　　□免許証　　　□健康保険証
□マイナンバーカード

非常食品等 □アルファ米・乾パン　　　□缶詰　　　□水　　　□水筒　　　□割り箸
□コップや皿（プラスチック・紙）　　　□缶切り　　　□高齢者や乳幼児の食品

応急医療品 □ばんそうこう　　　□包帯　　　□消毒薬　　　□胃腸薬　　　□処方している薬

生活用品 □衣類　　　□タオル　　　□ティッシュペーパー　　　□軍手　　　□ビニール袋
□雨具　　　□生理用品　　　□紙おむつ　　　□携帯トイレ

その他 □携帯電話　　　□充電器　　　□懐中電灯　　　□電池　　　□眼鏡　　　□入れ歯
□アイマスク　　□マスク　　　□体温計　　　　□消毒液（手指用）

地区 番号 避難所名

飯野
地区

第 1 飯野中学校　グラウンド

第 2 飯野小学校　グラウンド

第 3 旧大河平小学校　グラウンド

第 4 高野コミュニティセンター　広場

第 5 飯野駅前地区体育館　駐車場

第 6 神社原運動公園

第 7 えびの市文化センター　駐車場（東側）

上江
地区

第 8 旧上江中学校　グラウンド

第 9 上江小中学校　グラウンド

第 10 旧上江小学校霧島分校　グラウンド

第 11 上江地区体育館　駐車場

地区 番号 避難所名

加久藤
地区

第 12 加久藤中学校　グラウンド

第 13 加久藤小学校　グラウンド

第 14 旧加久藤小学校尾八重野分校　グラウンド

第 15 えびの市国際交流センター　駐車場

第 16 永山運動公園

第 17 加久藤地区体育館　駐車場

第 18 道の駅えびの　駐車場

真幸
地区

第 19 真幸中学校　グラウンド

第 20 真幸小学校　グラウンド

第 21 岡元小学校　グラウンド

第 22 王子原運動公園

第 23 真幸地区体育館　駐車場

第 24 旧真幸小学校西内竪分校　グラウンド

▶▶地震時の指定避難場所

この避難場所は、地震のとき建物が密集している市街地の
中で安全と思われる公園・学校のグラウンドおよび地区体
育館駐車場を第 1 次避難場所として指定しています。

▶▶避難所への持参品
避難所に避難する際は、必要に応じて次の物などを持参してください（他にもマスク・体温計など）。

飲料水・食料品 ごみ袋薬 敷物防寒着 毛布

広報 広報令和6年5月号 令和6年5月号11 10



増
え
て
い
る
大
腸
が
ん
を
予
防
し
ま
し
ょ
う

 

え
び
の
市
で
亡
く
な
る
人
の
死

因
1
位
は
が
ん
で
す
。そ
の
中
で
も

大
腸
が
ん
が
最
も
多
く
、
令
和
3
年

部
位
別
が
ん
死
亡
順
位
は
、
男
性
の

1
位
、
女
性
の
2
位
が
大
腸
が
ん
で

し
た
。全
国
で
も
、大
腸
が
ん
に
よ
っ

て
亡
く
な
っ
た
人
は
が
ん
の
中
で
2

番
目
に
多
い
で
す
。

　

大
腸
が
ん
は
、
40
代
か
ら
増
え
始

め
る
病
気
で
す
が
、
早
期
に
発
見
す

れ
ば
高
い
確
率
で
治
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。し
か
し
、
早
期
の
う
ち
は
自

覚
症
状
が
な
い
こ
と
が
多
く
、
症
状

少
で
き
ま
す
。食
事
は
バ
ラ
ン
ス
の

良
い
食
生
活
を
心
が
け
、
食
物
繊
維

や
カ
ル
シ
ウ
ム
の
摂
取
が
効
果
的
で

す
。ま
た
、運
動
、適
正
体
重
の
維
持
、

禁
煙
、
適
正
飲
酒
も
有
効
で
す
。た

だ
し
、
赤
肉
や
加
工
肉
は
、
過
剰
に

摂
取
す
る
と
大
腸
が
ん
の
リ
ス
ク
を

高
め
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

大
腸
が
ん
は
男
女
と
も
に
、
患
者

数
も
死
亡
数
も
多
い
病
気
で
あ
る
こ

と
を
意
識
し
、
生
活
習
慣
の
見
直
し

で
が
ん
予
防
を
心
が
け
、
40
歳
を
過

ぎ
た
ら
1
年
に
1
回
大
腸
が
ん
検
診

を
受
け
ま
し
ょ
う
。

文：市
健
康
保
険
課 

市
民
健
康
係

が
現
れ
た
時
に
は
既
に
進
行
し
て
い

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。だ
か
ら
こ

そ
、
無
症
状
の
と
き
に
検
診
を
受
け
、

早
い
段
階
で
が
ん
を
発
見
し
、
適
切

な
治
療
を
受
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

大
腸
が
ん
検
診
は
、
便
の
一
部
を

採
取
し
て
便
の
中
に
混
じ
っ
た
血
液

を
検
出
す
る
検
査
で
、
検
便
は
自
宅

で
行
い
ま
す
。こ
の
検
診
の
効
果
は
、

科
学
的
に
も
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
大
腸
が
ん
の
発
生
は
生
活

習
慣
と
深
く
関
係
し
て
お
り
、
生
活

習
慣
の
改
善
で
、
発
生
リ
ス
ク
を
減

警
告
音
が
出
て
も
、
画
面
に
表
示
さ

れ
て
い
る
連
絡
先
に
絶
対
に
電
話
を

し
な
い
こ
と
で
す
。

　

万
が
一
、
指
示
さ
れ
た
遠
隔
操
作

ソ
フ
ト
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
て
し

ま
っ
て
も
、
慌
て
ず
自
分
で
パ
ソ
コ

ン
の
状
態
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。自

分
で
判
断
で
き
な
い
場
合
は
周
り
の

人
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　

消
費
生
活
に
つ
い
て
の
困
り
ご
と

は
、
全
国
共
通
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
「
１
８
８
（
い
や
や
）」
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

文：市
民
環
境
課 

生
活
環
境
係

　

パ
ソ
コ
ン
の
サ
ポ
ー
ト
詐
欺
に
よ

る
被
害
が
全
国
的
に
増
加
し
て
い
ま

す
。

　

サ
ポ
ー
ト
詐
欺
は
、
パ
ソ
コ
ン
で

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
用
中
に
突
然

「
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て
い
る
」
等

の
警
告
画
面
や
警
告
音
が
出
て
、
警

告
画
面
上
に
表
示
さ
れ
て
い
る
電
話

番
号
に
電
話
を
か
け
さ
せ
ま
す
。そ

し
て
、
偽
の
サ
ポ
ー
ト
に
誘
導
し
、

料
金
を
支
払
わ
せ
る
手
口
で
す
。

　

近
年
、
特
に
70
歳
以
上
の
人
か
ら

の
相
談
件
数
が
大
幅
に
増
加
し
て
い

ま
す
。新
た
な
手
口
と
し
て
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
で
送
金
を

指
示
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
確
認
さ
れ
て

い
ま
す
。ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

被
害
事
例
で
は
、
指
示
さ
れ
た
遠

隔
操
作
ソ
フ
ト
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し

て
し
ま
い
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン

キ
ン
グ
の
画
面
で
送
金
額
を
1
0
0

円
と
入
力
し
た
は
ず
が
、
遠
隔
操
作

に
よ
っ
て
、
1
0
0
万
円
を
送
金
さ

れ
て
し
ま
っ
た
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

　

被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
は
、
パ

ソ
コ
ン
利
用
中
に
突
然
警
告
画
面
や

パ
ソ
コ
ン
の
サ
ポ
ー
ト
詐
欺
に
ご
注
意
を

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
ス
タ
ッ
フ
紹
介

■110だより

■119だより

えびの警察署

えびの消防署

☎33-0110

☎33-6119

SNS を使用した詐欺が急増中

夏本番に備えましょう

4月の交通事故
発生状況

人　身	 2件
物　件	 24件

本年累計	 12件
本年累計	 96件

4月の活動状況
［えびの消防署管内］

火　災	 2件
救　急	 68件

本年累計	 13件
本年累計	 351件

　

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
市

の
委
託
事
業
で
、
高
齢
者
の
身
近
な

相
談
窓
口
と
し
て
市
内
４
箇
所
に
設

置
し
て
あ
り
ま
す
。訪
問
ス
タ
ッ
フ

は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
１
人
い
ま
す
。

　

介
護
の
こ
と
や
困
っ
て
い
る
こ

と
な
ど
、
連
絡
を
し
て
も
ら
え
れ
ば
、

私
た
ち
が
自
宅
を
訪
問
し
て
相
談
に

乗
り
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
担
当
地
区
の
高

齢
者
宅
の
生
活
状
況
等
の
把
握
の

た
め
、
定
期
的
に
訪
問
し
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
東
部
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

【
担
当
者
】
大
野
祥
照
（
写
真
左
）

【
担
当
地
区
】飯
野
北
部
地
区（
堀
浦
・

上
大
河
平
・
下
大
河
平
・
五
日
市
・
杉

水
流
・
麓
・
東
原
田
・
町
・
坂
元
・
苧
畑
・

片
馬
場
・
高
野
・
前
田
・
大
明
司
・
山

内
）

☎
33
‐
2
3
7
7
（
さ
く
ら
苑
内
）

■
南
部
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

【
担
当
者
】赤
﨑
智
枝（
写
真
中
央
左
）

【
担
当
地
区
】飯
野
南
部
地
区（
駅
前
・

中
原
田
・
上
原
田
・
南
原
田
・
上
上
江
・

中
上
江
・
西
上
江
・
池
島
・
今
西
・
田

代
・
出
水
・
末
永
・
白
鳥
）

☎
25
‐
3
3
1
1
（
ほ
う
よ
う
内
）

■
中
部
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

【
担
当
者
】矢
野
香
織（
写
真
中
央
右
）

【
担
当
地
区
】
加
久
藤
地
区
全
域

☎
35
‐
2
8
0
0
（
社
会
福
祉
協
議

会
内
）

■
西
部
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

【
担
当
者
】
古
川
春
香
（
写
真
右
）

【
担
当
地
区
】
真
幸
地
区
全
域

☎
37
‐
3
0
8
5
（
え
び
の
涼
風
園

内
）　

文：在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

　 夏 本 番 は、まだまだ 先と思っている人 もいる
と思 います。しかし、今 の 時 期 は、昼 夜 の 寒 暖 差
が 激しく、体 が 暑 さ に 慣 れ て い な い た め、熱 中
症となって、救 急 搬 送される人 が 多くいます。
　 熱 中 症 を 予 防 するた め に、次 のことに 気 を 付
けて過ごしましょう。
① 室 内で は、室 温 の 確 認 を 常 に 行 い、高 い 場 合
は エアコン や 扇 風 機、遮 光 カ ー テン、す だ れ 等
で 温 度を下 げ、過ごしや すい 温 度を保 つ。
② 日 中 の 屋 外 で は、日 傘 や 帽 子 を 着 用し、日 陰
で のこまめ な 休 憩、水 分 補 給を行う。

　 S N S 型 投 資・ロマンス詐 欺 が 全 国 や 宮 崎 県 内
で急 増しています。「S N S 型 投 資 詐 欺」とは、S N S
等で投 資を勧め、金 銭 等をだまし取る行 為です。

「S N S 型 ロ マ ン ス 詐 欺 」と は、外 国 人 や 海 外 居
住 者を名 乗り、S N S 等で 複 数 回 やり取りをし、恋
愛 感 情 や 親 近 感 を 抱 か せて、金 銭 を だまし取る
行 為で す。「 投 資で 儲 かっている」、「 本 国 に 帰り
た い が お 金 が な い」などには 注 意 が 必 要で す。
　特 殊 詐 欺で困った場 合は、警 察 相 談 専 用 電 話

（＃ 9 1 1 0）やえび の 警 察 署 にご 相 談ください。

いきいき！健康
H e a l t h y  L i f e

あんしんねっと
A r e a  c o m p r e h e n s l v e  s u p p o r t

くらしのメモ
N o t e  o f  L i v i n g
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国税庁の公売に参加してみませんか
　国税庁の公売は、どなたでも参加することができます。
　公売とは、国税局や税務署が差し押さえた財産を滞納
国税に充てるため、広く不特定多数の買取希望者を募り、
売却することです。
　特徴として、土地・建物といった不動産のみならず、宝
飾品、美術品、家電製品、自動車など、さまざまな種類の
財産を公売しています。また、買い取り後の返品が認め
られないほか、品質・機能について補償がないため、一般
的に市場価格より低い見積価格が設定されています。
　公売への参加方法は、入札書を提出して参加する方法
のほか、スマートフォンやパソコンなどで入札する「イ
ンターネット公売」で参加する方法があります。
　詳しくは、国税庁ホームページ（ https://www.nta.
go.jp/ ）をご覧ください。また、ご不明な点は、最寄りの
税務署にお問い合わせください。
問小林税務署
☎23-3126 ※自動音声案内

えびの市民大学受講生募集

　市では、第14期えびの市民大学受講生を募集します。
生活、文化、芸術、教育など年間10講座を設定しています。
多彩な講師を市内外から招いて幅広く学びます。

【期間】6月～令和7年3月まで（月1回程度）
※原則、土曜日の午前9時30分から午前11時に開設しま
す。その都度ハガキでご案内します。

※本年度の開講式は、6月8日（土）午前10時から市文化
センター視聴覚室で行います。

【会場】市文化センターなど
【対象者】市内在住者

※前回受講した人も繰り返し受講することができます。
【定員】20人程度
【申込方法】市社会教育課 社会教育指導員（担当：中川）

に電話でお申し込みください。
【申込期限】6月3日（月）

申・問市社会教育課 社会教育指導員（市文化センター内）
☎35-2268（課直通）

生涯学習講座
「パソコン講座」参加募集
■パソコン・Word講座
　パソコンの入力方法、マウスの操作、ファイルの作成、
作表・作図、Wordを用いた文書作成（要望に応じて回覧
板、イベント情報、案内チラシなど）をレベルに応じて、
4回に分けて学習します。

【開催日】［昼の部］①6月6日、13日、20日、27日（毎回木曜）
②6月11日、18日、25日、7月2日（毎回火曜）

［夜の部］6月7日、14日、21日、7月5日（毎回金曜）
■Excel講座
　Excelの概要や表のけい線作成、簡単な数式の入力方法
などを4回に分けて学習します。

【開催日】①6月7日、14日、21日、7月5日（毎回金曜）
②6月5日、12日、19日、26日（毎回水曜）
■共通事項

【場所】市文化センター
【時間】［昼の部］午後1時～午後3時30分
［夜の部］午後7時～午後9時30分
【対象】市内在住者
【募集人員】各コース4人まで
【参加費】無料
【申込方法】市社会教育課パソコン講師（担当：新名）に

電話でお申し込みください。
【申込期限】各コース定員に達するまで
【その他】・各講座①または②のどちらかご希望の日程を

お知らせください。

・個人所有のパソコンの持ち込みも可能です。
■パソコン相談
　パソコンの使い方について、相談に応じます。パソコ
ン持ち込みでの相談も対応します。
※パソコンの故障・修理の対応はできません。
※相談には、事前の申し込みが必要です。

【対象】市内在住者で、パソコンの操作に困っている人
【時間】午前10時～午後3時
【場所】市文化センター
【参加費】無料
【申込方法】市社会教育課パソコン講師（担当：新名）に

電話でお申し込みください。
申・問市社会教育課 パソコン講師（市文化センター内）
☎35-2268（火曜～金曜）

令和7年成人式の実行委員を募集し
ます

　市では、「令和7年えびの市成人式～ 20th Anniversary
～」の企画・運営等を行う実行委員を募集します。一生に
一度の式典を一緒に盛り上げませんか。
　新成人となる人で実行委員に興味がある人は、ぜひ、
ご応募ください。

【対象者】平成16年4月2日から平成17年4月1日までに生ま
れた人

【募集人員】8人程度（各中学校区2人）
【主な活動内容】8月から月に1 ～ 2回程度の会議を行い、

アトラクションの企画・運営などを行います。
【申込方法】市社会教育課社会教育係にご連絡ください。
【申込期限】6月28日（金）

申・問市社会教育課 社会教育係（市文化センター内）
☎35-2268（課直通）

納税手続きはキャッシュレス納付を
ご利用ください

　国税庁では、納税環境の向上のために多様な納税手続
きを提供しています。また、納税される皆さんの利便性向
上のためにも、自宅で納税手続きが完結するキャッシュレ
ス納付をお薦めしています。ぜひ、ご利用ください。

【納付方法】
納税手続き 概要

ダイレクト納付
ダイレクト納付の申し込みをするこ
とで、e-Tax による簡単な操作で、
預貯金口座からの引き落としにより
納税する方法です。

振替納税
振替納税の申し込みをすることで、
毎年の確定申告等に係る国税を預貯
金口座からの引き落としにより納付
する方法です。

インターネット
バンキング等

インターネットバンキング、モバイ
ルバンキング、または ATM から納
付する方法です。

クレジットカード
「国税クレジットカードお支払サイ

ト」からクレジットカードを利用し
て納付する方法です。※納税額に応
じた決済手数料がかかります。

スマホアプリ納付
「国税スマートフォン決済専用サイ

ト」から利用可能な Pay 払いを選択
して納付する方法です。※事前に残
高チャージが必要です。

　詳しくは、国税庁ホームページ（ https://www.nta.
go.jp/ ）をご覧ください。また、ご不明な点は、最寄りの
税務署にお問い合わせください。
問国税相談専用ダイヤル
☎0570-00-5901 ※自動音声案内
問小林税務署
☎23-3126  ※自動音声案内
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非常用発電機・車いす用階段自動昇
降機設置を設置しました

　市文化センターでは、令和5年度に非常用発電機およ
び車いす用階段昇降機の設置工事を行いました。
　この工事は、防衛省の防衛施設周辺民生安定施設整備
事業補助金を活用して、環境の整備を行ったものです。
　車いす用階段昇降機を利用する際は、職員に声かけを
お願いします。
問市社会教育課 文化係（市文化センター内）
☎35-2268（課直通）

5月30日から6月5日は不法投棄監視
週間です
 5月30日から6月5日は、住民や事業者、行政が一体と

なって不法投棄の監視や啓発活動を実施する全国不法投
棄監視週間です。
　不法投棄は、歩行者や車の通行の妨げ、火災の恐れが
あるなど、皆さんの安全な生活環境を脅かします。
　市では、不法投棄のパトロールや不法投棄多発箇所へ
の警告看板の設置などの対策を行っていますが、依然と
して不法投棄が後を絶ちません。駐車場、空き地、玄関
先などに物やごみを放置・散乱させていると、新たな不
法投棄につながる可能性があります。また、雑草が生い
茂るような場所では、投棄物が目立ちにくく、不法投棄
を誘発することが考えられます。土地を所有・管理して
いる人は、小まめに草刈りをして不法投棄されにくい環
境づくりにご協力をお願いします。
　地域で協力し合い、不法投棄のないきれいなまちを目

指しましょう。
問美化センター
☎33-5782（直通）

6月1日から入院時食事療養費の負
担額が変更になります

　6月1日から入院時食事療養費の負担額が、次のとおり
変更になります。
■70歳未満の人

区分 ※ 1
食事負担額（1 食当たり）

変更前 変更後
ア・イ・ウ・エ（住民税課税世帯） 460 円 490 円 ※ 2

オ（住民税非課
税世帯）

90 日までの入院 210 円 230 円
直近の 12 カ月で
90 日を超える入
院 ※ 3

160 円 180 円

■70歳以上の人

区分 ※ 1
食事負担額（1 食当たり）

変更前 変更後

一般・現役並み所得者（住民税課
税世帯） 460 円 490 円 ※ 2

低所得者Ⅱ（住
民 税 非 課 税 世
帯）

90 日までの入院 210 円 230 円
直近の 12 カ月で
90 日を超える入
院 ※ 3

160 円 180 円

低所得者Ⅰ（住民税非課税世帯） 100 円 110 円

　区分の詳細は、市ホームページをご覧ください。
※1 マイナ保険証利用等により、オンライン資格確認を
する場合は、「限度額適用・標準負担額減額認定証」の申
請は不要です。
※2 指定難病、または小児慢性特定疾病の人は、260円か
ら280円へと変更になります。
※3 医師の証明等を持参し、申請が必要です。
問市健康保険課 医療保険係
☎35-3742（直通）

人間ドック受診費用の一部を補助し
ます
 市では、国民健康保険加入者を対象に、健康診査（人

間ドック）を実施します。
【対象者】35 ～ 74歳までの国民健康保険加入者

※ただし、市税および保険税を納期までに全額納付してい
る世帯の人 （申し込み時に納税状況を確認する同意書を書
いてもらいます。）

【定員】250人 ※定員に達し次第受付終了
■申請
　 申 請を希望する人は、電 話、またはインターネット

（ https://logoform.jp/form/kUtt/534077）での申請が必
要です。

【申請開始日】5月27日（月）
【時間】午前8時30分～午後5時（土・日、祝日を除く）
【申請先】市健康保険課 医療保険係

■交付
【受付日時】

①5月30日（木）、31日（金） 午前8時30分～午後7時
②6月3日（月）～ 12月20日（金） 午前8時30分～午後5時 （土・
日、祝日を除く） ※定員に満たない場合のみ 

【場所】①市役所本庁 1-1会議室 ②市健康保険課窓口
【持参するもの】
・身分証明書（対象者のもの）
・特定健診受診券（40歳以上の人のみ） ※受診券は5月中に
送付
・認め印鑑（対象者のもの） ※代理の人が来た場合のみ

【人間ドック受診概要】
受診期間 交付決定後～令和 7 年 1 月 31 日（金）

自己負担費用
9,412 円（受診費用 34,412 円－市補助額 25,000
円）
人間ドック受診の際にお支払いください。
※節目ドック（40 歳）の人は無料です。

検査項目 胸部レントゲン、胃透視または胃カメラ、便潜血、
貧血検査、特定健診と同じ検査項目

【受診できる医療機関】
えびの市立病院☎ 33-1023、えびのセントロクリニック☎ 33-
5777、えびの第一クリニック☎ 33-0148、京町温泉クリニック
☎ 37-2233、若葉クリニック☎ 33-3838、前田医院☎ 35-1151

交付決定通知書受け取り後は、必ず医療機関に事前予約
をお願いします。

【注意事項】
・特定健康診査、脳ドックの重複受診はできません。
・40歳以上の人は、申し込みの際、5月中に郵送する特定健
診受診券（黄色）を回収します。
申・問市健康保険課 医療保険係
☎35-3742（直通）

脳ドック受診費用の一部を補助しま
す

　市では、脳ドックの補助を行います。対象者には通知
を発送していますので、希望する人は早めの申請をお願
いします。

【助成対象者】えびの市に住所を有する人で、令和6年4
月1日から令和7年3月31日までに41歳、46歳、51歳、56
歳、61歳になる人 ※ただし、一部補助を受けられない人
がいますので、通知書をご覧ください。

【助成人数】120人程度 ※定員に達し次第受付終了
【受診期間】6月1日（土）～令和7年1月31日（金）
【自己負担額】17,116円 ※生活保護世帯の人は無料

■申請
　申請を希望する人は、電話、またはインターネット

（ https://logoform.jp/form/kUtt/532766）での申請が必
要です。

【申請開始日】5月27日（月）
【時間】午前8時30分～午後5時（土・日、祝日を除く）
【申請先】市健康保険課 市民健康係

■交付
　5月30日以降に市役所本庁で、脳ドック受診助成交付
決定通知や受診に必要なものをお渡しします。

【受診方法】交付決定通知書受け取り後は、必ず医療機関
に事前予約し、受診をお願いします。

【検査項目】頭部MRI、頭部MRA、頸部エコー、問診、診察、
身体計測、血圧測定、血液検査、尿検査など

【その他】詳細は、対象者に発送している通知をご覧くだ
さい。
申・問市健康保険課 市民健康係
☎35‐1116（直通）
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人　口　≫ Editor’s　≫

世帯数　≫

16,174人 （前月比 +141人）
男性／7,668人（+123人） 　女性／8,506人（+18人）
転入／227人  転出／72人  出生／5人  死亡／19人

7,762世帯 （前月比 +153世帯）

4 月28日に 開 催 さ れ た カーフェスタ。各 地 から集まる 名
車 を 一 目 見 ようと、たくさん の人で にぎ わ って いまし

た 。会 場 だ け で なく、駐 車 場 にもさまざ ま な 名 車 が 立 ち並
び、集まって車について 語り合う人 たちもいました 。愛車を
前に会 話する姿 はとても楽しそうでした 。（ 中川 ）

（令和6年5月1日現在）

■証明書等コンビニ交付サービスを
　ご利用ください

問市民環境課 市民・年金係　   ☎35-1117（直通）
問市税務課 収納対策室　　　☎35-3737（直通）

　マイナンバーカードを利用して、市が発行する証
明書（住民票の写し、印鑑登録証明書等）を全国の
コンビニエンスストア等のマルチコピー機で取得で
きます。

【利用日時】午前 6 時 30 分～午後 11 時
※年末年始を除く
※戸籍証明のみ平日午前 9 時～午後 5 時

【取得できる証明書】
住民票の写し、印鑑登録証明書、戸籍全部（一部）
事項証明書、戸籍の附票の写し、所得課税証明書、
非課税証明書

問市企画課 情報係　  　　　 ☎35-3714（直通）

　システムメンテナンスのため、次の日程でコンビ
ニ交付サービスを休止します。休止中は税証明書の
取得ができませんので、ご注意ください。

【運用停止日時】
6 月 6 日（木）～ 10 日（月）午前 6 時 30 分～午
後 11 時

■証明書等コンビニ交付サービスを一時休止
　します

今月の表紙　≫ 今月の納税　≫
　 5 月4 日に 行 わ れ た 末 永 地
区の「 田 の 神 まつり」。地 域 の
皆 さんも田 の 神 さあ のように
白 や 赤 で 化 粧 をし 、軽トラッ
クに 乗 って地 区 内 をパレ ード
しました 。

狩猟免許試験が行われます
 令和6年度の狩猟免許試験が次のとおり実施されます。

【狩猟免許の種類】

網猟免許 網（むそう網、はり網、つき網など）を使用
する猟法

わな免許 わな（くくりわな、はこわな、はこおとしな
ど）を使用する猟法

第 1 種銃猟免許 銃器（装薬銃、空気銃）を使用する猟法

第 2 種銃猟免許 空気銃を使用する猟法

【日時・場所】
試験日 区分 開始時間 試験会場

第 1 回 7 月 3 日
（水）

1 次
試験 午前 9 時 宮崎県庁附属棟

（宮崎市橘通東 2-10-1）
宮崎県北諸県農業改良普
及センター

（都城市高木町 6464）
2 次
試験 午後 1 時

第 2 回

9 月 5 日
（木）

※わなのみ

1 次
試験 午前 10 時

宮崎県西諸県農林振興局
（小林市細野 367-2）2 次

試験 午後 2 時

9 月 8 日
（日）

1 次
試験 午前 9 時

宮崎県庁 7 号館
（宮崎市橘通東 2-10-1）2 次

試験 午後 1 時

第 3 回

令和 7 年
1 月 26 日

（日）
※第 1 種、
わなのみ

1 次
試験 午前 9 時

宮崎県庁 7 号館
（宮崎市橘通東 2-10-1）2 次

試験 午後 1 時

【受験資格】宮崎県内に住所を有する人 ※欠格事由に該
当する人は受験できません。内容はお問い合わせくださ
い。

【受験申込手続き】

［必要書類など］
・狩猟免許申請書
・受験票
・申込手数料（宮崎県収入証紙）5,200円（鳥獣保護法49
条該当者は3,900円）

・返信用切手63円
・医師の診断書
・住民票
・写真（縦3.0cm、横2.4cm ） ※申請前6カ月以内に撮影し
たもの

［提出先］西諸県農林振興局 林務課
［受付期間］

第 1 回試験 5 月 7 日（火）～ 5 月 24 日（金）
第 2 回試験 7 月 1 日（月）～ 8 月 2 日（金）
第 3 回試験 11 月 18 日（月）～ 12 月 18 日（水）

※詳しくは、宮崎県環境森林部自然環境課、または西諸
県農林振興局林務課にお問い合わせください。
■事前講習会

【開催日】6月23日（日）
【時間】午前9時～午後5時
【場所】小林市中央公民館
【受講料】1,760円 ※テキスト代込み

※市では、狩猟免許試験に合格し、狩猟者登録した人へ
の補助を行っています。詳しくは、市農林整備課にお問
い合わせください。
問宮崎県環境森林部 自然環境課
☎0985-26-7291
申・問西諸県農林振興局 林務課
☎23-4725
問市農林整備課 林務係
☎35-3725（課直通）

「耕畜連携助成」の申請を受け付け
ます
 市では、経営所得安定対策に係る耕畜連携助成の受け

付けを行います。
　「販売目的で交付対象作物を生産する農業者・集落営
農」を対象とする戸別所得補償制度の中で、耕畜連携の
取り組みを行いつつ、飼料作物等を生産する者に対する
助成として実施します。交付対象者は、耕作者（耕種農家）
となります。

【助成内容】次の取り組みに対して助成します。

飼料用米およびわら
専用稲、加工用米の
わら利用

作付けする飼料用米およびわら専用稲に、
わらを利用する取り組み

水田放牧 飼料作物を作付けする水田で牛を放牧する
取り組み

資源循環
飼料作物や WCS 用稲の供給を受けた家畜
のたい肥を、飼料作物を生産するほ場に施
肥する取り組み

【助成金額】10アール当たり5,000円以内
【申請期間】6月3日（月）～ 28日（金）（土・日、祝日を除く）
【受付時間】午前9時～午後4時 ※正午～午後1時の間は

対応できません。
【受付場所】市農業再生協議会窓口（市畜産農政課内）
【注意事項】
・資源循環については、冬作での申請やWCS用稲の申請
も可能です。ただし、同一のほ場で複数の助成を受ける
ことはできません。 ※詳しくは、市畜産農政課農産園芸
係にお問い合わせください。

・1年間を締結期間とする利用供給協定を結ぶ必要があ
ります。
申・問市畜産農政課 農産園芸係
☎35-1650（直通）

軽自動車税 全期

5月31日（金）までに納めましょう。
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■特別館内整理期間
蔵書点検のため、次の期間休館となります。
●休館期間＝6月4日（火）～ 13日（木）
　　　　　　※3日（月）、10日（月）は休館日です。

お す す め の 一 冊

あなたの言葉を
辻村深月 著

（毎日新聞出版）

定食屋「雑」
原田ひ香 著

（双葉社）

えびの市民図書館 （@EbinoCityLib）
https://twitter.com/EbinoCityLib
※右の QR コードからも見る事ができます。

えびの市民図書館
☎35-0242　https://www.ebino-library.com/
開館時間	 火曜〜土曜／午前9時〜午後7時
	 日曜 ・ 祝日／午前9時〜午後5時
休 館 日	 毎週月曜日（祝日法に定める休日と重なった場合はその翌日）

ブックランド号 運行スケジュール
運行場所（ルート） 運行日（6月） 時　間

岡元小学校→さくら苑 26日（水） 13：15〜15：15

上江小中学校→真幸出張所→ Aコー
プかくとう店→加久藤地区体育館 27日（木） 12：45〜16：30

市役所→飯野地区コミュニティセン
ター 28日（金） 12：30〜15：15

真幸地区体育館 19日（水） 15：25〜15：50

飯野出張所→ Aコープいいの店→自
衛隊官舎 21日（金） 14：50〜16：30

■男女共同参画展
毎年6月23日～ 29日は「男女共同参画週間」です。この機
会に、私たちの周りのパートナーシップについて考えて
みませんか？
●開催日＝6月23日（日）～ 29日（土）
●場所＝図書館

【発行】 えびの市役所　【編集】 企画課情報係　宮崎県えびの市大字栗下1292番地　☎0984‒35‒1111　URL https://www.city.ebino.lg.jp/  
※ QRコードは、株式会社デンソーウェーブの登録商標です。 
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